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『新たな奉仕に踏み出そう
� ロータリーの次の百年のために』

▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300

創立 1986年

2021－22年度国際ロータリーテーマ

奉仕しよう　みんなの人生を豊かにするために

○ソング
　◦四つのテスト
○スマイルBOX
　◦鈴木孝幸会長（小委員会の皆様、今年一年ありがとうございました。大住委員長よりスマイルボックスの途

中経過が報告されました。あと数万円で目標達成です。次年度の為に皆様ご協力宜しくお願い致します。）
　◦須藤正樹幹事（一年回顧が始まったということは、あと少しということです。残り頑張ります。）
　◦山田顕一郎会員（大変遅れましたが先日の誕生日祝いありがとうございました。鶴丸親睦委員長には雨の中

自宅まで届けていただき本当に恐縮です。ヨーグルト家族で美味しくいただきました。）
　◦安部和夫会員（誕生日のおいしいスイーツありがとうございました。）
　◦吉野敬之会員（先月の事ではございますが結婚記念日のお祝い有難うございました。又新規事業の立ち上げ

に伴い例会の出席が減ってしまい大変申し訳ございませんでした。）
　◦永野文雄会員（一年回顧発表の委員長さん、発表ご苦労様です。一年間ありがとうございました。）
　◦金田昇会員（各小委員長様、回顧報告お疲れ様で

した。次年度に続いていきますように。）
　◦大住由香里会員（鈴木・須藤年度の例会も残りわ

ずかとなりました。後3回のスマイルのご協力よろ
しくお願い致します。）

第1714回例会
令和４年６月９日（18：30～19：30）

A  出席免除を受けていない正会員数 ５１名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ６５名

C  Ⓐの出席者数 ２８名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ２名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １１名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ４１名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６２
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ６６．１％

第1714回例会出席状況� （R４年６月９日)



本日のプログラム

第1714回例会 令和４年６月９日（２）

■会長の時間� 鈴木孝幸会長
　皆さん、こんばんは。本日もお忙しい中、
例会にご参加いただきまして大変ありがと
うございます。本日の例会は、とうとう一
年回顧の例会となりまして、今日は小委員
会の回顧であります。来週が五大部門の回

顧。再来週が会長幹事の回顧ということになりまして、3
週間回顧の例会になっています。委員会によってはこの
コロナ禍の中、活動できたというか非常に忙しくなってし
まったというか。例えば、ＩＴ委員会なんかみたいな毎週
皆さんが集まる30分以上前に会場に入って準備をしてくれ
て、今回は昨年よりまた更にバージョンアップして、100
パーセントズームでもできるような体制を整え、そういっ
た準備を着々と本当に毎週忙しくやった委員会もあります
し、このコロナ禍の社会の行動制限の中で、なかなか計画
した活動ができなかった委員会。例えば、齋藤孝弘委員長
の職業奉仕委員会は、国会のほうに行って皆で国会見学が
したいなんて話がありましたが、そういったこともとうと
うできなかったというところの委員会もあります。本当に
活動ができなくて歯がゆい思いをした委員会も他にもある
と思いますが、こういったコロナ禍の社会ですので、それ
は本当に致し方ないことだなと思っています。そういった
委員会の委員長さんにつきましては、コロナ禍でなければ
こういった活動ができたのにとか、こういった活動がした
かったみたいな話が今日は聞けるといいななんて思ってお
ります。精一杯活動できなかった言い訳を言っていただき
たいと思います。そういった話も、次年度の活動の糧にな
りますし良い事だと思っています。また、忙しかった委員
長さん、委員の方々につきましては、この回顧を利用して
私に愚痴を言ってもらっても結構でありますし、私はそれ
を甘んじて受けようと思っておりますので、すっかり吐き
出していただきたいと思います。ですけども、この一年を
総じて私は会員の皆様にはコロナ禍で微妙な判断を強いら
れる、こういった状況の中でしっかり委員会活動をしてい
ただけたなあなんて、私は感じております。昨年の吉野会
長の年度末は、中村文昭さんの講演と清掃事業が、6月の
20日頃で、本当にバタバタの年度末という形でありました。
今年度はそんな感じではないんですけども、前回最終的に
流れてしまっていたホームミーティングも開催もできまし
たし、一番やっぱり特出するのはＩＭですね。フルスペッ
クで開催できたということは、本当に喜ばしいことだなと
思っています。今日は私の回顧ではないので、これ以上喋
らないようにしたいと思うんですけども、今日回顧する皆

さんには沢山お話を聞かせていただきたいと思っています
ので、よろしくお願いしたいと思います。話はちょっと変
わりますけども、昨日ネットで白河西ロータリーのクラブ
セントラルというところを開きまして、ここ近年の会長経
験者じゃないとわからないと思うんですけども、皆様も登
録しましたマイロータリーにログインして入っていきます
と、クラブセントラルというこのクラブのスペックを、こ
の西ロータリークラブのスペックを入力したり、一年間の
活動計画を入力したりする画面がございます。昨日、その
クラブセントラルに今年度活動の出来高を入力してみまし
た。6月末、今年度末までにクラブセントラルを更新しな
ければいけないということで、取り急ぎ入力したわけでご
ざいますけども。まず、クラブセントラルで年度の初め
に、これから高畠次年度会長もやっているのか、これから
なのか年度初めにクラブの活動目標を設定いたします。ど
んなものがあるかというのを皆様にもご紹介いたしますけ
ども、年次基金への寄付とか会員の増強と参加促進で会員
増強の人数、奉仕プロジェクトの数とか、ＲＹＬＡの参加
者が何名いたかとか、クラブ戦略の計画はどうだとか、イ
ンターネット上の存在感はどうだ、親睦のための活動はど
ういったことをするか。ウェブサイトとソーシャルメディ
アの更新とか、クラブのプロジェクトメディアの掲載とか、
まあ新聞に載ったとかそういうことですね。まあ、いろい
ろあります。あとは、計画したプロジェクト、完成したプ
ロジェクトなんていうのも入力する欄がございまして、他
にも沢山の目標項目があって、それを年度末と途中で私も
やり方がわからないので、途中で設定したものもあります。
今回は、16のクラブ目標を私は設定しました。それを入力
していって、今回は会員増強の人数から奉仕活動の人数と
か全部入れていったところ、その16の目標値のうち多分、
14項目を達成できたかなと思っています。ちょっと細か
い判断基準は未定のところもあるんですけども、結構いい
感じで達成できているかと思います。実は13項目以上この
目標値を達成すると、昨年吉野年度が受賞しましたロータ
リー賞の可能性が出てくるらしいです。今年度、特に金田
ガバナー補佐の所属クラブとして、できればロータリー賞
を昨年に引き続き狙えればいいかなと思っております。ま
た、これちょっと入力の仕方もコツがあるので、まだ入力
が終わってなければ高畠次年度会長、お手伝いをしますの
で是非相談してください。今年駄目でも来年はロータリー
賞が取れるよう頑張っていただきたいと思っています。ク
ラブセントラルというものの紹介をいたしまして、今日の
会長の時間はこれで終わりたいと思います。今日はよろし
くお願いします。
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■幹事報告� 須藤正樹幹事
◦国際ロータリー第2530地区 投票委員会委員長 鈴木邦

典：クラブ投票結果について
◦ガバナーエレクト事務所 事務局 佐藤直子：メルボルン

国際大会について
◦ガバナーエレクト事務所 事務局 佐藤直子：第1回諮問

委員会並びに前期地区委員会総会懇親会についてのお
願い

◦白河市長 鈴木和夫：街頭献血キャンペーンへの協力と
記念品等の協賛について（依頼）

◦第2530地区ガバナー 芳賀利彦：2021-22年度地区研修・
協議会記録

◦第2530地区ガバナー 芳賀利彦：2021-22年度地区大会記
念誌

■本日のプログラム
一年回顧　小委員会
◦プログラム委員会� 中目公英委員長

　鈴木孝幸会長が掲げた「新たな奉仕に踏
み出そう　ロータリーの次の百年のため
に」というテーマの実現を目指して、我が
クラブの重点目標に設定されている例会出
席率を向上させようということに関し、例

会のプログラムが楽しい例会にすることによって、メン
バーの皆さんの積極的な出席を向上していただくように、
今年一年間務めてまいりました。今年度はコロナ禍の中で
あっても、リアルとオンラインを併用したハイブリット例
会と、完全オンライン例会と。これらをその時々の状況を
勘案しながら、極力例会は休会しないというこの方針のも
と、年間で45回の例会が実施されました。普通、プログラ
ム委員長は一年間のプログラムをまっさらの状態から計画
をするのですけれども、今年度は鈴木孝幸会長が私に大体
8割自分で決めて、あと残り2割中目さん決めてくださいと
いうふうな形で、私はほとんど残りの2割の部分にしかプ
ログラム構成タッチしていませんでした。その2割の部分
は、今年の特徴である金田昇ガバナー補佐担当例会という、
こういうふうな例会を今年度初めて実施をいたしました。
その他、昨年35周年で新たに入会をしていただいた方々の
新入会員の卓話を増やしてみたり、あるいは女性の方々の
卓話を増やしてみたりというふうなことに焦点を当てなが
ら例会内容を決めてまいりました。急な例会の変更、プロ
グラムの変更もありましたが、会長、幹事よりの適切な指
示をいただきまして、また西ロータリーの会員の皆様方の
ご協力を賜り、大過なく今年一年間のプログラムをやり遂
げられたと思っております。会員の皆様方の一年間のご協
力に心から感謝を申し上げます。ありがとうございました。

◦出席委員会� 山田顕一郎委員長
　皆さん、こんばんは。出席委員会は、瀬
谷副委員長、鶴丸会員、石部会員の4人で
担当月を分けてやらせていただいたんです
けども、委員の皆様、しっかり担当の月は
やっていただいて、正直言うと私忘れた時

などあったんですが、その時もしっかりサポートしていた
だきまして感謝しております。また、事務局の吉田さんに
は早めの案内を出すということで、私が送った案内を適宜
しっかりとメールとファックスで会員の皆様にお伝えいた
だいて、本当にありがとうございました。2月3月、完全リ
モート例会がありまして、その出席の確認の方法としては
本当に一緒にリモート繋いで一覧が出るんですが、そのお
名前出た方をすべてチェックして、後日もう一度ファック
ス、メールで皆様に確認を取ったんですけども、やはりど
うしてもこの繋いだタイミングで見逃してしまった方とか、
あと出席されていないのに、私のほうで出席と見てそのよ
うな状況で再度の確認が行って、その度に該当してしまっ
た会員の方には事務局のほうに今回は出席してませんでし
たとか、出席したんですが出席にカウントされていないと
いうようなことを、わざわざ事務局のほうに皆さんお伝え
いただくような形になりまして、その辺のご協力も感謝し
ております。最後に半期で今年は上半期下半期ということ
で、出席率の高い方の表彰がありまして、あと6月を残す
のみの例会となっております。また終わって閉めて次年度
になったら表彰を行いたいと思っておりますので、よろし
くお願いいたします。一年間、ありがとうございました。

◦親睦委員会� 鶴丸彰紀委員長
　皆さん、こんばんは。親睦委員会、鶴丸
です。今年度の親睦委員会は、副委員長に
藤田和克会員、運天直人会員、瀬谷隆志会
員、井上敬裕会員、吉成真五郎会員、増子
国安会員、永山龍大郎会員、水上泰真人会

員、石川格子会員、白岩修一会員、沼田重一会員と、新入
会員も含めますので、総勢12名で動かさせていただきまし
た。本年度も、コロナの影響でできるできないはございま
したが、鈴木会長のできる限りイベントを実施したいとい
う強いご意向もあり、それに後押しをいただいて会員皆様
のご協力ご理解をいただいたことで、昨年度より悲観して
おりました状況よりは多くのイベントを実施することが
できたと感じております。ご家族にご参加いただけるバー
ベキューから始まりました納涼例会も、また「那須サンバ
レー」を利用しましたクリスマス例会もご家族共々楽しく
実施をすることが叶いました。また、実施ができなかった
会もありますが、矢吹ロータリーと行った観桜会等の白河
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持ち回りの会でも、延び延びになっていた白河主幹の会を
行うことができた。また、最後にホームミーティングがで
きたことも、会長の鶴の一声でやらせていただいたという
ことでありがたく思います。今年のお誕生日のお祝いとし
ては、「モーニング」のヨーグルトで、結婚式のお祝いに
はあらかじめ奥さまやご家族と楽しく選んでいただける
ようにと思いまして、写真付きのアンケート用紙を該当の
会員様にお配りさせていただいて選んでいただける5種類
の選べるプレゼントという企画をやらせていただきました。
少し風変わりな企画を混ぜさせていただいたのですが、皆
様のご理解をいただけたことで楽しく実施をすることがで
きました。ありがとうございます。結びになりますが、一
番嬉しかったのは委員会全員が協力していただけた面です。
藤田和克副委員長を筆頭に、皆さんお忙しい中で当日なか
なかイベントに来れないメンバーも数多くいたんですが、
それを事前の打ち合わせですとか、買い出し、あと準備の
ご協力に積極的に出席していただきました。この場をお借
りしまして、委員会メンバーの皆様にもお礼を言いたいと
思います。最後に、6月30日、会長幹事慰労会が残ってお
ります。是非、これが親睦委員会最後のイベントになりま
すが、皆様ご協力の上一人でも多くご出席をいただけるよ
うにご参加をお願いいたしまして、わたくしの一年回顧と
させていただきます。どうもありがとうございました。

◦シスター委員会� 堀田一彦委員長
　皆さん、こんばんは。シスター委員会の
一年回顧です。本年度は、コロナ禍ではあ
りましたが、姉妹クラブとの活発な交流が
できたと思っております。昨年の11月3日
には、コザさんのほうで創立60周年記念式

典が行われまして、そこに9名で参加しましてコザさんの
熱烈な歓迎を受けて友情がとてもおおいに深まったという
ふうに思っております。また11月29日、この日には深谷
ノースさんのほうから、渋沢栄一翁を巡る研修旅行と例会
のご案内をいただきまして、6名で参加してきました。こ
れもまた、有意義な交流となりました。更には4月9日、西
クラブ主幹のインターシティミーティングでは、コザさん
から9名、深谷さんから5名の参加をいただきまして、更に
は6月1日2日にもコザさんから4名の参加をいただいた交流
コンペのほうも開催できました。コザさん、深谷さんが来
ると、夜の懇親会が非常に長いんですが居川先生を筆頭に
多くの方々にご協力をいただきまして、とても深い交流が
できたというふうに思っています。残念ながら、米沢中央
さんとは交流ができませんでしたが、次年度はまた本来の
交流を行えるということですので、次年度に期待したいと
思っております。最後になりますが、姉妹クラブとの交流

事業に参加されたすべての皆様に感謝したいと思っており
ます。ありがとうございました。

◦会員増強委員会� 兼子聡委員長
　皆さん、こんばんは。会員増強委員会の
回顧をさせていただきます。今年度は、新
型コロナウイルス感染症の感染予防対策が
あり、対面で人に会うのが社会的にも会社
的にもはばかれる年となり、なかなか訪問

会員増強活動ができませんでした。コロナウイルス感染症
が早く終息することを祈念いたします。というのが本に書
いていただくところで、本当に会長には大変力不足で申し
訳ございませんでした。わたくし事でありますけども、本
当に1月から子供たちが学校閉鎖や学年閉鎖、そして学級
閉鎖。そこに付随する兄弟も学校を休みということで、本
当に会社的にも週に一人休むような状況であり、また孫を
預けている親がなったらばその従業員も休みとかというこ
とで、本当にこの4月くらいまでなかなか活動できません
でした。ただ、お陰様で会社のほうも個人的にも陽性者が
出ませんでしたし、先日3年間娘と息子がインターハイと
中体連を目指して活動してたんですけどもそれも無事終わ
りまして、今後は自由に出歩けるのかなと思っております
ので、来年もまたいろいろと頑張っていきたいと思います
ので、どうぞよろしくお願いいたします。

◦ロータリー情報委員会� 鳴島三夫委員長
　皆さん、こんばんは。ロータリー情報委
員会の報告をさせていただきます。委員長
に私、鳴島で、副委員長に中目会員、委員
に吉野会員という3名で、一年間行わさせ
ていただきました。今年度は、ロータリー

情報委員会は会員の皆様にロータリーの知識と情報を広く
伝え理解を深めていただけるよう努力するとの計画を立て
ました。今年度は、県南分区インターシティミーティング
が金田昇ガバナー補佐と白河西ロータリークラブの主幹で
行われましたので、ＩＭの当日午前中に新会員セミナーを
開催いたしました。講師には芳賀裕ガバナーエレクトをお
迎えしまして、テーマは「ロータリーの扉を開く」という
ことで、県南分区の新会員の皆様や西クラブの会員の皆様
に多く参加していただき、ロータリーの情報を研修してい
ただきました。委員の皆様、また西ロータリークラブの会
員の皆様のご協力がありまして無事開催することができま
した。以上、ロータリー情報委員会の報告といたします。
ありがとうございました。



第1714回例会 令和４年６月９日（５）

◦クラブ会報委員会� 運天直人委員長
　皆さん、こんにちは。クラブ会報委員会
の委員長を仰せつかっておりました運天と
申します。どうぞよろしくお願いいたしま
す。本年度、クラブ会報委員会は副委員長
に永野パスト会長、メンバーのほうに渡

部勝也会員、あと三瓶徹会員ということで、4名で進めさ
せていただきました。期の中、三瓶会員のご不幸がある
ということで、3人になってはしまったんですが、実は昨
年、クラブ会報委員会の委員長が三瓶会員で、今年は昨年
その体の状況で活動できなかったものですから、今年メン
バーに名前を加えていただいて、名簿だけでも一緒に活動
できたかなと思っております。そういう意味では、最後に
その同じメンバーを共に委員会を共にできたことを誇りに
思っております。活動に関しましては、本当に渡部勝也会
員のほうが全てやっていただいて、私は勝也さんが書き下
ろしたものをチェックする。また、ロータリー用語とかそ
ういった難しいのはすべて永野さんがチェックするという
ことで、私は何もしないで申し訳ないなということでした。
今まで大変申し訳ないんですが、週報毎週いただくんです
けど、隅々まで目を通すということをやっておりませんで
した。今回、この役をいただきまして週報を見るというこ
とを一年間させていただいたことも、私にとっては成果で
なかったかと思わせていただきます。また、来年もいろん
なお役ありますけども、その一つ一つをまた学びとして頑
張っていきたいと思います。一年間、本当にありがとうご
ざいました。

◦ＩＴ委員会� 阿部克弘委員長
　皆さん、こんばんは。今年度、ＩＴ委員
会の委員長の阿部克弘です。今年度のＩＴ
委員会は、副委員長に鈴木典雄会員、委員
に諸橋和典会員、同じく十文字光伸会員、
同じく井上敬裕会員、そして小山智会員の

5名で活動してまいりました。諸橋会員の指導のもと、機
器のバージョンアップを図ったことで、安定したズーム配
信やパワーポイント等を使用したビジュアル的な卓話を提
供することができました。また、地区運営方針の会合のオ
ンライン化、並びに登録システムの効率化や、クラブの重
点活動目標の「ハイブリット例会を充実しよう」に関して
前述したように、我がクラブは毎回ハイブリット例会の配
信、インターシティミーティングのズーム配信、マイロー
タリーの100パーセント登録など、ＩＴ先進クラブとして
面目を保てたのは、鈴木副委員長をはじめとする会員、特
に諸橋会員、十文字会員、そして井上会員たちが忙しいに
も関わらず早くから例会場に集まり、機材のセッティング

や新人会員のメールアドレスの登録などを積極的に行って
もらえたことが一番の要因だと思っております。小山会員
に関しては、全然出席はなかったんですが、皆様に美味し
い食事の面で貢献しておりましたので、違う形の貢献です
がＩＴ委員会はメンバー全員で頑張ったことをご報告いた
します。最後に、鈴木副委員長、諸橋会員、十文字会員、
井上会員、そして小山会員には大変お世話になり感謝して
おります。また、鈴木孝幸会長と須藤正樹幹事、並びにメ
ンバーの皆様にも協力をいただき一年間お世話になりまし
た。ありがとうございます。

◦ロータリー財団委員会� 矢田部錦四郎委員長
　皆さん、こんばんは。今年度、財団委員
長を仰せつかりました矢田部錦四郎でござ
います。計画の中では一番長い文章を書い
たなという部分と、渡部さんにもカットに
なるかと思ったら全部載せていただきまし

た。そのおかげでまた今年、次年度は中目パスト会長にバ
トンを渡しましたら、更に長い文章とロータリーの計画、
ロータリー財団に関しての説明が詳しくバージョンアップ
しております。是非、私の後継者ではないんですが、この
財団もだんだん使いやすく、また理解しやすくなってきま
したので、是非皆さんも寄付の意味をわかった上で、是非
ロータリー財団に支援していただければと思います。私は
こちらの財団委員長と2530地区のロータリー財団委員会の
資金推進とポリオ委員会のほうに出向してました。やるこ
とは、補助金セミナーに関しての準備とか、財団の勉強会
をリアルでは2回。あとズームで3回くらい、県のほうの財
団委員会に参加してまいりました。そして、当地区の財団
月間に関しては皆さんもご承知ですが、11月4日に県の財
団副委員長の林克重様にわかりやすく県のほうの財団の寄
付の意味や財団の役割、あと地区の委員になって気づいた
事などをお話していただきました。私もここの財団、県の
ほうの財団にはかなり長く所属していて、震災の時にすご
い各県から何億もの支援をいただいた事例も見てるし、や
はりロータリーって何かあった時にいろんな意味でみんな
助けてくれるという素晴らしい組織であるということを理
解しています。自分が資金に余裕があるとかないとかはあ
るでしょうが、やはり皆さんもその寄付の意味を理解して
少し社会貢献する意味で、財団次年度の中目財団委員長を
支援していただいて、しっかりとバトンを渡していきたい
と思います。中目さん、よろしくお願いします。
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第1714回例会 令和４年６月９日（６）

◦米山記念奨学会委員会� 池田浩章委員長
　皆さん、おばんでございます。米山記念
奨学会委員会を担当いたしました池田です。
米山記念奨学会委員会は、副委員長に渡部
則也会員、委員に湊洋子会員、同じく藤田
龍文会員の4人で委員会を行いました。10

月7日に、担当例会を開催する予定でございました。白河
ロータリークラブ所属の鈴木邦典パストガバナー様をお
呼びしましての、米山記念奨学会の寄付について詳しく卓
話をいただくところでございましたが、残念ながら新型コ
ロナのため定例会そのものが中止となってしまいましたの
で、実行することができませんでした。その辺が大変悔し
く思っております。また、本年度の特別寄付、目標は2名
でございましたけども、鈴木孝幸会長、そして金田昇ガバ
ナー補佐、そしてわたくしも協力をさせていただきまして
目標を達成する事ができました。関係されてた方々、本当
にありがとうございました。また、全会員によりますとこ
ろの一人当たり五千円の寄付、普通寄付ですね。こちらの
ほうも、目標を達成することができました。関係した皆様
には感謝申し上げ、一年の回顧とさせていただきます。

◦スマイルボックス委員会� 大住由香里委員長
　皆さん、こんばんは。スマイルボックス
委員会委員長を仰せつかっておりました大
住由香里です。今年度は、根本あゆみ会
員、石部辰雄会員、藤田和克会員とわたく
しの4人で活動してきました。去年に引き

続き、休会になったり、ハイブリット例会であったりでし
たが、快くスマイルしていただけたこと、そして完全ズー
ム例会になった時も条件的には厳しかったのですが、ダメ
もとでファックスやメールで募りますと、多くの皆様から
スマイルしていただけたことで何とか終えることができま
した。その結果、現在までのスマイルは目標達成まであと
一歩となりました。127万弱です。本日も含め、残り4回の
例会がございます。皆様の更なるご協力をお願い申し上げ、
一年の回顧といたします。ご協力をいただきました委員会
のメンバー、そして会員の皆様、ありがとうございました。

◦ＳＡＡ� 山口治委員長
　本来ですと来週、一年回顧をやる予定で
したけれども、時間のほうがまだあるとい
うことで、時間調整するのもＳＡＡの仕事
ですので、今日回顧をさせていただきま
す。本年度、ＳＡＡ会場監督は、ＳＡＡ山

口、副ＳＡＡに安部和夫会員、佐藤清作会員、緑川直人会
員、車田裕介会員、佐川京子会員の6名で担当月を決めて

一年間運営をしてまいりました。今年度、ＳＡＡとして5
つの方針を掲げて進めてきたんですけれども、1つ目の会
長、幹事、そしてプログラム委員会との連携を取り円滑な
運営を進めてまいりますということに関しましては、会長、
幹事についてはうまく連携が取れてたのかなと思います
が、プログラム委員会とはコロナの影響もありまして、次
週のプログラムがどうなるかもわからないという、ちょっ
と流動的なことがあったりして、なかなか難しい部分が
あったなという反省点があります。2の例会の雰囲気づく
りに関しましては、ＳＡＡが初めてのメンバーが多かった
ので、ＳＡＡの進め方で。その指導のほうに重しが置かれ
て、十分にそちらのほうはできなかったかなというところ
がありました。3の食事に関しましては、月に一度のスペ
シャルメニューの日を作りました。コロナ禍でなかなか旅
行にも行けないということもありまして、これ会長の方
針、考え方もありまして、旅をテーマに各地の郷土料理を
取り入れたスペシャルメニューを月一度行いまして、出席
率向上に寄与できたかどうかはわかりませんけど、ちょっ
とプチリッチな食事を楽しんでもらえたのかなと思ってお
ります。4つ目の、ゲスト、ビジター会員のエスコートに
ついては、ＳＡＡのメンバーが今日の例会は2人というよ
うな日もあったので、完璧とはなかなか言えませんでした
けれども、スムーズに席につけるような配慮はできたかな
と思っております。5つ目の担当を決めては、ほぼ予定ど
おり委員が責任をもって務めてもらえたと思います。また、
今年度は当クラブより金田ガバナー補佐が出たということ
もありまして、ＩＭのホストクラブとなりＳＡＡが式典監
督を務めました。事前にＩＭの実行委員会、打ち合わせが
何度か行われたんですけども、正直第1回目、第2回目ぐら
いは、自分がこのＩＭの式典監督として何をやったらいい
のかというのを、正直よくわからなかったという最初のほ
うありました。その中で、不思議なことに3回目、4回目と
打ち合わせをしてるうちに、自分が何を求められているの
かなというのが見えてくるんですね。打ち合わせをする意
味というかな、そういうのを痛感いたしました。矢田部パ
スト会長は、よく役職は人を育てるというふうに言います
けど、今回ＩＭの式典監督を務めさせてもらって、良い経
験をさせてもらったなと思っております。最後になります
けども、個人的には毎週木曜日が週の中で一番うちの山口
屋製あん所の製造量が多い日なもんですから、夜の例会は
問題ないんですけども、昼の例会に早めに来るということ
はなかなか正直大変でした。その辺は家族にも助けられて、
一年間ＳＡＡ委員長を何とか務めることができました。会
長、幹事、お疲れ様でした。そして、ＳＡＡ委員長、山口
さん、お疲れさまでしたということで、一年の回顧とさせ
ていただきます。ありがとうございました。


